
 
 

一 般 質 問 ＜ 個 人 ＞ 発 言 通 告 書 
 

令和７年１１月１４日 
 

長久手市議会議長　山田かずひこ　殿 
 

長久手市議会議員　わたなべさつ子 
 
会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。 

 

 
受
付

個 人 質 問　 　 第　　号 
令和  年　月　日　　　時 　 分

 
　質 問 事 項 及 び 要 旨 　備考

 

１

Ｎ-バスとデマンド型交通（乗合タクシ―）実証実験につい

て 
 
デマンド型交通の実証実験について、１回目は令和６年

度、Ｎ-バス東部線・三ケ峯線沿線エリアで１０月 1 日から

１１月３０日までの６１日間行われ、２回目は今年度、Ｎ-

バス東部線沿線エリアで９月２２日から始まり、１２月２１

日までの９１日間行われている。 
⑴　Ｎ-バスの運行状況について 
ア　令和５年度及び令和６年度の運賃収入はどのよう

か。 
イ　令和４年４月から、６５歳以上の運賃の有料化に合

わせ、フリーパス券や回数券の販売が始まった。令和

６年度のフリーパス券や回数券の販売状況はどのよう

か。 
⑵　令和６年度のデマンド型交通実証実験の結果について 
ア　実証実験はどのような内容で行われたか。 
イ　タクシー事業者に運行委託する形で行われたが、委

託内容はどのようであったか。 
⑶　令和７年度のデマンド型交通実証実験について 
ア　実験の趣旨はどのようか。 
イ　令和６年度の結果を踏まえた変更点はどのようか。 
ウ　現在の速報値で、利用状況はどのようか。また、分

かる範囲で、どのような理由で利用されているか。 



 

２

令和８年度の学校給食について 
 
令和７年度の学校給食の保護者負担額は、小学校２５０

円、中学校２９０円である。食材費等の高騰に対応するた

め、国の臨時交付金も充て、令和６年度より小・中学校と

も３０円の値上がりとなった。 
⑴　市は、給食一食につき６０円の補助（うち４０円は国

の臨時交付金分）をしている。令和７年度の予算額で見

ると、給食物資調達事業の賄材料費は５億４，２６０万

５，０００円である。諸物価高騰の中、子どもたちの給食の

内容に影響はあるか。 
⑵　令和６年度の給食物資調達事業の賄材料費は、予算額

４億７，０７４万円に対し、決算額は４億８，４４６万２，０２６円

である。令和８年度は国の臨時交付金がなくなるが、保

護者負担額についてどのように考えていくか。 

 

３

企業版ふるさと納税について 
 
⑴　企業版ふるさと納税とはどのような制度か。 
⑵　本市の企業版ふるさと納税について 
ア　寄附状況はどのようか。 
イ　寄附金はどのような事業に使われているか。 

 

４

市の今年の稲作状況について 
 
農林水産省は令和７年産の主食用米の収穫量について、

前年比１割増しの約７４８万トンになると推定した。東海

地域は、前年比０．８割増しで約４４万トンになるという推

定である。 
⑴　本市のここ数年の主食米の収穫量はどのようか。 
⑵　本市のここ数年の水稲の作付面積の増減はどのよう

か。 

 

５

令和７年度における国民健康保険について 
 
⑴　令和７年度、国民健康保険税が改正された。モデルケ

ースでは令和６年度の税額に比べ、年金収入２１０万円

の７０歳夫婦２人世帯で３，８００円、営業所得２１５

万円の３５歳夫婦２人世帯で３万２，５００円、営業所

得４００万円で３５歳夫婦と１０歳の子ども１人の３人

世帯では２万３，０００円の増額となっている。所得割

の税率は、医療分が６．７５％から７．３７％に、後期



 
 

 

 
 

 高齢者支援分が２．７％から２．７２％に、介護分が２．２８

％から２．２１％に増額または減少となった。変更理由

はどのようか。 
⑵　市の国民健康保険税の収入減を理由にした減免は、前

年総所得５１０万円以下かつ、当年の見込額が前年の２

分の１以下に減少すると認められるとき、所得割額を３

割から１０割減免している。令和４年度は１７件（１０９

万１，９００円)、令和５年度は１７件（１２５万８，７００

円)となっているが、どのような状況の申請が多いか。 


